
第72回小規模多機能ホーム ほほえみ
地域密着型サービス運営推進会議

１ 登録者の状況（令和4年4月23日現在）
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令和4年4月23日
管理者 小場佐真一

：現在の登録者 18名
：平均利用数 13.6名（2月～4月現在まで）

：平均宿泊者数 8.1名 （2月～4月現在まで）

●登録者定数 25名
●通い利用定数 18名
●宿泊利用定数 9名

２ 活動状況の報告

有限会社えがおの今年度の介護目標は〈助け合う介護〉です。働き手不足や職員
の高齢化など介護施設には課題が多くあります。課題を乗り越えていく為、みんな
で助け合いながら介護を充実させていきたいという想いが込められています。そこ
でほほえみでも〈助け合う介護〉を実践する為、また昨年行った外部評価の結果も
踏まえながら具体的な目標を立てましたので今回議題で取り上げたいと思います。

①（ケアの質を高めるための）情報の共有とケアの適切な評価を行う
②災害など緊急事態への対策（BCP）
③不適切なケアの撲滅

①情報の共有とケアの適切な評価について

助け合う介護を実践するためには利用者の情報を過不足なく、適切なタイ
ミングで共有する必要があります。ほほえみでは月に1度ケア方法や注意点に
ついてスタッフ全員で話し合っていました。介護や病院受診の記録、ケアプ
ランを基にして意見を出し合っていましたが、非常に時間がかかってしまう
点が課題でした。

もっと効率よく情報共有を図るため、先月から登録者の課題やケアの方法
などの要点をまとめた一覧を新しく作成し、その一覧を元にして話し合いを
行うようにしました。



③不適切なケアの撲滅

2024年度からBCP策定が義務化されます。そこでほほえみでもBCPの策定の準備を
少しずつ行っております。
※ちなみに〈 BCPとはBusiness Continuity Plan の略称で、業務継続計画などと訳されます。新型コロナウイ

ルス等感染症や大地震などの災害が発生すると、通常通りに業務を実施することが困難になります。まず、業
務を中断させないように準備するとともに、中断した場合でも優先業務を実施するため、あらかじめ検討した
方針、体制、手順等を示した計画のことです。〉

現在、食料や感染防具など備蓄品の在庫管理体制の見直し、防火だけではなく地震や
水害を想定した防災訓練、緊急時の職員と家族へのスムーズな連絡を行う為のリスト
作成を行っています。

※WAMネット「施設向け事業継続計画について」から引用
https://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/top/dprevent/dprevent007.html

②災害など緊急事態への対策について

昨年度、職員全員へ虐待と不適切ケアについ
てのアンケートを行いました。そこでわかった
ことは不適切ケアや虐待を防ぐには知識や技術
の習得だけではなく、挨拶や目上の方への言葉
遣い、職員同士の助け合いが大事だということ、
また身体拘束をしないケアのポジティブな面を
伝えることも必要だということでした。そこで
今年度ほほえみでは、目標の達成のために身体
拘束員会と協力して

●接遇や職場での言葉遣いの再確認
●身体拘束をしないケアの方法の事例を紹介

をしていくことで不適切ケアの撲滅につなげた
いと考えています。

右のように登録
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アプランにも取
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・勤めた会社を定年した後は、花や野菜などの畑仕事をして暮らしていたA様（女性：
87歳）。脳梗塞を発症し下肢筋力の低下も見られたため、地域包括支援センターから
の相談をうけ2月下旬から利用が始まりました。これまでもデイサービスを利用されて
いましたが、ほほえみを利用することになったのは宿泊を利用したいというニーズが
あった為です。現在は週の半分以上をほほえみで暮らしていらっしゃいます。夕方に
なると家に帰りたいとおっしゃる日もあるのですが、話に耳を傾け気持ちに寄り添う
ことで穏やかにゆっくりと過ごされています。

４ 登録者や暮らしの紹介

新たな登録者の紹介 A様 女性87歳 要介護４

🌅普段の暮らしの様子

🚙岡留公園へ🌸桜を見に行きました。

🌟かるたなどのゲームも

盛り上がります

🐞折り紙は利用者様に楽

しんで貰うために職員が毎月季
節に沿ったものを作ってくれて
います。とても楽しみです。ｶﾜ
(・∀・)ｲｲ!!

３ 内部研修や委員会活動の報告

内部研修
・２月は、蔓延防止のため身体拘束の事例を通した学習を書面で行いました。
・３月は、認知症実践者研修を受講した職員の伝達講習を行いました。

身体拘束委員会
・３/９に開催した委員会ではトイレが頻回になる利用者様や不適切ケアの事例に
ついて１月の内部研修で取り上げていましたので、そこで学んだ職員の感想や
意見をまとめ総括を行いました。



５ お知らせ

令和4年4月2日職員1名がPCR検査の結果、新型コロナウイルス感染症、陽性となり
ました。家庭内での感染と考えられます。感染拡大防止のために当該職員と接触した
職員と利用者様には、至急、自宅待機の要請を行いました。当該職員は3月31日から自
宅で待機し、また職員は普段からマスクの着用や手指消毒等の感染対策を行っていま
したので、誰も濃厚接触者には該当しませんでした。保健所と話し合いPCR検査を4月
3日に実施しましたが全員が陰性となりました。関係者の皆様にはご心配をおかけいた
しました。引き続き感染防止対策に努めてまいりますので、何卒ご理解の程よろしく
お願い申し上げます。

令和4年4月19日
管理者 小場佐真一



ご意見をお聞かせください。

ご氏名 職名等 あ


